
競 技 上 の 注 意 
 

（１）本大会は、２０２２年度（公財）日本ハンドボール協会競技規則及び大会申し合わせによって行な 

う。 

（２）日本協会登録証（選手・監督）については原則として持参し、トス及びユニフォーム選定時にテク  

ニカルデレゲート（以下 TD）に提出すること。 

（３）競技時間 

種  別 前  半 休  憩 後  半 

男子・女子 ２５分 １０分 ２５分 

    

規定の時間内で勝敗が決しない場合、決勝戦については第２延長後７ｍTC とし、2 回戦、準決勝 

については第１延長後７ｍTC、１回戦については終了後７ｍTC とする。７ｍTC は５人制とする。 

(4)使用球 （公財）日本ハンドボール協会検定球を使用する。 

     男子 日本ハンドボール協会検定球（２号） 

                   モルテン H2D4000 D60 ミカサ HB240B-W 

女子 日本ハンドボール協会検定球（１号）とする。 

モルテン H1D4000 D60 ミカサ HB140B-W 

         第１・３・５試合：ミカサ   第２・４・６試合：モルテン 

(5)競技会場 

 ＡＬＳＯＫぐんまアリーナ ヤマト市民体育館前橋 

１回戦 ４０ｍ×２０ｍ ４０ｍ×２０ｍ 

2 回戦 ４０ｍ×２０ｍ  

準決勝・決勝 ４０ｍ×２０ｍ  
 

(6)競技上の注意 

  ①メンバー確認は、プログラムを使用する。 

②トス及び試合時のユニフォームの選定は、第１試合については試合開始３０分前、第２試合以降に 

ついては前試合のハーフタイム時に行う。代表者が、ＣＰ・ＧＫのユニフォーム（計４色）を記録席前  

に持参し、レフェリー、ＴＤ、МОの許可を得る。 

③ユニフォームの下に着用するウェアに関する規程を採用する。 

④ベンチ入りはチーム役員４名（当該校の職員または申請のあった外部コーチ）及び選手１５名の１ 

９名以内とする。（トレーナー帯同のチームは、トレーナー席に座ること） 

⑤チーム責任者（監督）は、ＩＤカードＡを付けなければならない。以下チーム役員は、ＩＤカードＢ、Ｃ、Ｄ

を付けなければならない。チーム責任者だけが、タイムキーパー・スコアラー・ＴＤ・МО、可能であれ

ばレフェリーと話すことができる。 

⑥試合開始前、チーム責任者はメンバーを確認の上、公式記録用紙にサインする。 

⑦試合終了時のあいさつは、両チームとレフェリーがスタンドに向けて横１列整列して礼をし、ベンチ 

側に向けて礼をする。ベンチにいる役員は起立して互いにあいさつをする。相手ベンチへのあいさ

つは、代表者 1 名が行う。 

⑧控え選手・退場中の選手は、ベンチ後方や横に立たずに、ベンチに座っている。試合に途中出場  

する場合のアップにおいてはボールを使用することはできない。 

⑨表示については、各コートの電光掲示板で時間表示（加算式）及び得点表示を行う。前後半での得 

点表示の入れ替えは行わない。 

⑩試合終了の合図、チームタイムアウトの合図は、ブザーの合図で行う。 



⑪２分間の退場の場合、電光掲示板に背番号と退場時間を表示する。記録席からの指示はしない。 

⑫選手の鉢巻は結び目より先を短くする。長い髪の毛は危険のないように結ぶ。また、金属・プラ 

スチック製のピン類は使用しない。プロミスリングは、外すかテーピングで覆う。 

⑬アイマスク・コルセット・プロテクター等を身につけたい場合は、代表者会議の折に必ず持参し、 

競技委員長・審判長より指示を受ける。 

⑭自チーム試合前の練習については、ハーフタイム時に９分間、競技会場を使用してもよい。ただ 

し、第１試合の開始前の練習についてはこの限りではない。 

⑮両面テープのみ使用を認める。松ヤニ及び松ヤニスプレーの使用は禁止する。違反者は、失格の 

処分を受けることもあり得る。 

⑯体育館フロアーへの飲料水の持ち込みは可とする。ただし、フタの付いた水筒やキャップ・ノズル 

式のボトルを準備し、フロアーに水を落とさないように配慮する。ＧＫのゴール横での給水は認  

めない。 

⑰チームタイムアウトについては、タイムアウトカードをオフィシャル席の机上に置く。（コーチングゾ 

ーン規定を遵守する） 

 

（７）体育館使用上の注意  

   ① 館内は体育館のシューズを必ず履くこと。また外用、体育館シューズの履き替えはしっかりと 

    行い体育館シューズで外に出るような行為は行わないこと。アップ会場へ移動する場合は、

ALSOK ぐんまアリーナ、ヤマト市民体育館前橋ともに体育館シューズでの移動を認める。 

  ② 外で使用したボールは、体育館で使用しない。 

  ③ 指定された場所以外使用しないこと。また他の利用者の迷惑にならないよう注意すること。 

  ④ 施設や設備を丁寧に使用すること。万が一施設や設備を破損した場合は、顧問を通じて、必ず 

大会本部まで連絡すること。 

  ⑤ 選手の食事等の飲食は、指定された待機場所であれば館内での飲食を認める。必ず、引率者の管  

    理のもと感染症対策を十分に講じること。また大会中に各チームで出たゴミは必ず持ち帰るこ 

と。 

  ⑥ 応援垂れ幕は取り付けないこと。 

⑦ ビデオ撮影（充電を含む）する場合は、体育館の電源の使用を禁止する。なお、撮影はチーム待機 

場所または応援場所のみとする。 

  ⑧ ウォーミングアップ（ボールの使用を含む）の場所については指定以外の場所で絶対に行わな 

いこと。 

【アップ場所について】 

〇ALSOK ぐんまアリーナ 

 ２階正面入口より、養生シートの上を通り、武道館へ移動する。武道館では、ボールの使用  

は、パスのみとする。ドリブルや壁当て、シュート練習などは禁止する。万が一、禁止事項を 

守らずに施設を破損した場合は、該当チームが責任を負うこととする。 

     

     〇ヤマト市民体育館前橋 

      １階南側通路より、サブアリーナへ移動する。ボール・ゴールの使用を認める。使用時間につ 

いては、試合順を優先すること。 

 

 

 
 


